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学んだ事 から気づき、市民として何ができるか？ まとめて 発信する

自助
（市民）

共助

市民ニーズを伝える
一緒に考える場

公共性／公平性

（地元）

● 企業・産業助
直接貴重な話が聞けた！
・義務化できない＝責任問題（現場トップの判断）
マニュアルどおり する

しない ゆるやかに連携
○ 事例を紹介 新たな節電マニュアル

受入難民を
(具体ガイドライン 中）

責めないゆるい関係
私たちができること

・自己責任
・事前に災害時対応を
家族で相談しておく
・買占めをしない
・自分で備蓄する
・防災情報を普段から持つ
（ガス・電気・水……）

自分の考動を
確認しておく

自発的な参加
・マンションの中で新しい
コミュニティを創った
・情報弱者を助けた

町会
自治会
・ゴミ集め
・祭り

食 安全な食について勉強会（飲食店）

公助
（市役所）

マネジメント能力を持つ

○参加してほしい
Ｋ－ｎｅｔ（見守り）
近隣センター中心

情報発信

整理した上で

（協定づくり）

顔の見える関係づくり


